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   Between July, 1984 and January, 1986, 20 cases of renal and ureteral stones were treated 
by percutaneous nephrolithotomy (PNL). Stone removal was successful in 17 cases (85%). 
In 14 cases, stones were removed completely and in 3 cases there were small residual 
fragments. There were 4 major and 9 minor complications. The major complications 
consisted of loss of tract in 2 cases, bleeding from the `tract after removal of nephrostomy 
catheter in 1 case and pneumothorax in 1 case. The minor complications consisted of small 
perforation during PNL in 6 cases, gross hematuria impossible to continue PNL in 2 cases 
and ureteral injury due to ureteral occlusion catheter in 1 case. No patients required blood 
transfusion. In near future all urologists will be required to master the technique of PNL.



















対 象 と 方 法
対 象 は20例.男 子13例,女 子7例 で,年 齢 は23～57
歳,平 均39歳で あ った.1984年は7月 よ り5例,1985
年 は10例,1986年1月に5例 のPNLを 行 な った.


















の な い場 合 は 尿 管 カテ ー テ ル また は 尿 管パ ル ー ン カ テ
ー テ ルを 留 置 し,こ れ よ り造 影 剤 を 注 入 して透 視 下 に
18G針V`て 穿 刺 した.4)尿 の 流 出 に よ り腎 杯 内で あ
る こ とを確 認 後,造 影 剤 を注 入 し腎 孟 お よび 尿管 を 描
出 す る.18G針 を通 して0,38インチ の ガイ ドワイ ヤ
ーを 尿 管 へ挿 入 す る。5)次に ガ イ ド ワイ ヤ ーに かぶ せ
る よ う にVancefascialdilatorで7F～10Fまで
拡 張 す る.さ らにAmplatzの8Frガ イ ドカ テ ー テ
ルを ガイ ドワイ ヤ ー に か ぶ せ,こ の カ テ ー テル を軸
に してAmplatzrenaldilatorにて 拡 張 す る.6)2
期 的 に,す なわ ち 腎痩 術 施 行 後数 日 して 腎 切 石 術 を行
な う場 合 は24Fr程 度 ま で 拡 張 し,20Fr程 度 の
BardBardexFoleycatheterを留置 す る.こ の カ
テ ー テ ルは8Frガ イ ドカ テ ー テル に か ぶ せ て 滑 らか
に挿 入 で き る。 現 時点 で は経 皮 的 腎痩 術 よ り経 皮 的 腎
切 石 術 まで に3～4日 の期 間 を 置 い て い る.経 皮 的 腎
切 石 を行 な う場 合 はballooncatheterのな かY`ガイ
ドワイ ヤ ーお よび ガ イ ドカ テ ー テル を挿 入 し,以 後 の
操 作 を1期 的 腎 切 石術 と同様 に 行 な う.7)1期 的 に,
す な わ ち 腎痕 術 と腎 切 石術 を 同時 に 行 な う場 合 は28
Frま で 拡 張 を一 気 に 行 な うが,こ の 途 中 で ガイ ドカ
テ ー テル を抜 去 してdilatorを通 し て も う1本 の ガ
イ ド ワイ ヤ ーを 挿 入 す る.2本 の ガイ ドワイ ヤ ーが 尿
管 に 入 れ ば よい が,入 らな い場 合 は 抜 けV`くいほ うの
ガ イ ド ワイ ヤ ーを セ ー フ テ ィワイ ヤ ー と して 皮膚 に 固
定す る.残 った ほ うの ガ イ ド ワイ ヤ ーに再 び ガイ ドカ
テ ー テル をか ぶせ て これ を 軸 にAmplatzrenaldila-
torにて28Frま でtractを拡 張 す る.8)dilator
を24Frに 交 換 し,こ れ に か ぶせ てStrotz社製 の
硬 性 腎孟 鏡 の外 筒26Frを 腎孟 ま で 挿 入 す る.ガ イ
ドワイ ヤ ー,ガ イ ドカテ ー テ ル,dilatorを抜 去 し腎
孟 鏡 を 入 れ る.9)鉗子 に て取 り出せ る程 度 の 大 き さ の
結 石 は そ の ま ま,こ れ よ り大 き な結 石 は 超音 波 砕 石 器
に て 破 砕,吸 引 し,残 った 小結 石 を 鉗 子 に て 摘 出す
る.20例中1例 にパ ス ケ ッ トカテ ー テ ルを 使 用 して結
石 を 摘 出 した が,そ の他 の 症 例 に お い ては 鉗 子 単 独 ま
た は 超 音 波 砕 石 器 との併 用 で 結 石 を摘 出 した.10)結
石 摘 出後20Fr～22Fr程 度 のBardballooncathe-
terを腎 孟 へ 留 置 す る.こ の カ テ ー テル は3～4日 留
置後 腎痕 造 影 を 行 な い,残 石 ・尿 流 障 害 が な けれ ば 抜
玄す る.カ テ ー テル 抜 去 後 は ガ ー ゼで 軽 く圧 迫 す る.












4)結石摘出例 におけるPNLの 施行回数:1期 的
すなわち経皮的腎繧術と腎切石術を同時に行なった症











したもの1例 であった.軽 度合併症は9例 に認めた.
内訳は小さな穿孔6例,出 血のため手術の中止を余儀
なくされたもの2例,尿 管バルーンカテーテルによる
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